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リスクアセスメントの開始 

① 本マニュアルを表示します。 

② ガイドブックを表示します。本
ツールでは、ガイドブック詳細
版を参照しながら入力を行いま
すので、ダウンロードしてご利
用ください。 

③ リスクアセスメントを開始します。 
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概要入力画面 

① 各項目の入力は任意です。 

② 入力が完了したら、「次へ」ボタ
ンを押してください。 

③ ガイドには、現在位置、ガイド
ブックへのリンクのほか、用語
集等が表示されます。 
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化学物質の危険性-回答画面（事前準備） 

① 順番に設問に回答してください。
回答すると、次の問題への回
答が可能となります。回答必須
の設問にすべて回答すると、
「次へ」ボタンが押せるようにな
ります。 

② 「次へ」ボタンを押すと、回答内
容によって、以下のいずれかの
画面に進みます。 

– 化学物質の危険性-GHS情報の
確認画面 

• SDS未入手またはSDSにGHSに
関する情報記載なしの場合 

– 化学物質の危険性-GHS分類入
力画面 

• SDSにGHSに関する情報記載あ
りの場合 
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化学物質の危険性-GHS分類入力画面 

① 取扱い物質のGHS情報が手元

に無い場合、この画面が表示さ
れます。 

② 「次へ」ボタンを押すと、回答内
容によって、以下のいずれかの
画面に進みます。 

– 化学物質の危険性-GHS分類入
力画面 

• GHS情報を入力する場合 

– 化学物質の危険性-回答画面 

• GHS情報を入力しない場合 
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化学物質の危険性-GHS分類入力画面 

① 物質名を入力し、該当するGHS
分類をチェックしてください。 

② 一部の物質については、予め
登録された情報からの検索が
可能です。「検索」ボタンを押す
と「化学物質名称選択画面」が
開きますので、物質名または
CAS番号を入力して検索してく

ださい。検索結果一覧で化学
物質名称をクリックすると、該
当する物質名が自動で入力さ
れます。 

③ 検索機能を使って物質名を自
動入力した後、「反映」ボタンを
押すと、GHS分類が自動で
チェックされます。 
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各回答画面 

① 順番に設問に回答してください。
回答すると、次の問題への回
答が可能となります。回答必須
の設問にすべて回答すると、
「次へ」ボタンが押せるようにな
ります。 

② 回答にあたっては、各設問文
の下に記載のガイドブック該当
箇所を参照してください。 

③ 「次へ」ボタンを押すと、各結果
画面に進みます。 
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各結果画面 

① 直前の回答画面での入力内容
及び危険性、事例等が確認で
きます。 

② 各設問で「はい」を選んだ事象・
理由等を任意で記入してくださ
い。 

③ 「次へ」ボタンを押すと、次の回
答画面に進みます。リスク低減
措置の導入状況まで回答が終
わった場合には、「その他収集
した情報等の入力画面」に進み
ます。 
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その他収集した情報等の入力画面 

① 収集した情報等、リスクアセス
メントにおいて有用と考えられ
る情報を任意で入力してくださ
い。 

② 「次へ」ボタンを押すと、全体結
果画面に進みます。 
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結果画面 

① 結果概要が表示されます。 

② PDFレポートファイルへのリンク

となっています。クリックして
ファイルをダウンロードしてくだ
さい。 

③ 「詳細表示」ボタンを押すと、化
学物質の危険性～リスク低減
措置の導入状況の個別結果を
表示できます。 
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